
様式３

学校番号

令和 ７ 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

「持続可能な社会の発展に向けて、自ら考え、判断し、行動する人材を育成する学校」
　地域に根ざした歴史ある伝統校として、行政機関や大学等と連携した探究的な教育活動を展開することにより、地域社会や国際社会の問題を多角的な視点から考察し、その解決に主体的に取り組む人材を育成しま
す。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

○地元の自然、歴史、文化への親しみの涵養、異文化理解や多様性、　協働性の精神の育成
○言語能力、コミュニケーション能力と情報活用能力の育成
○地域社会の一員として、共生社会の実現に向けて、自ら考え行動できる人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

○思考力・判断力・表現力育成のための上質な授業展開
○総合的な探究の時間における地域課題をテーマにした探究活動（糸高志学）の充実
○ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの充実
○２年生から文系、理系、看護・医療系に分かれる類型の設定
○30年を越える海外ホームステイ研修、米国高校生との文通をとおした異文化交流の取組の継続

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

○多様性を認め、他者と協働して課題の発見やその解決に向けて主体的に行動できる人
○「自主積極」の精神を有し、自らの可能性を伸ばしたい人
○勉学と部活動（課外活動）等の両立を図り、目標の実現に向けて粘り強く努力できる人

年度重点目標 具体的目標

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

 本校は、昨年度までの３年間、文部科学省の指定
を受けた Society 5.0 に対応する先端的な学びの
プログラム開発を行ってきた。この指定事業で取り
組んだ「学びを止めないオンライン授業等の基盤と
なる学校ネットワークの構築」、「遠隔同時双方向型
教育プラットフォームを活用した教科等横断型カリ
キュラム開発」、「教員が国内外の人材と自由に協
働できる連携協力体制の構築」をとおして得られた
成果を、本年度以降の教育活動にどのように活か
して行くかが課題である。
　行政機関や大学等の外部機関、外部人材と連携
し、地域「Itoshima」を含む地域社会、科学技術、国
際理解等をテーマにした探究活動「糸高志学」を引
き続き活用し、生徒に多様な見方・考え方を身に付
けさせる。取組の成果を、校外に向けた公開授業、
実践発表で発信し、そこで得られる評価を生徒の学
習支援やキャリア支援に生かす。
　これまで取り組んできた「ICEモデル」の活用と観
点別評価の充実により、授業改善、授業改革を推
進し、教員の授業力の更なる向上と、生徒の認知
能力、非認知能力の育成を図り、効果的な生徒支
援、キャリア支援につなげる。
　本校の教育実践や進路実績等の魅力を、第６学
区の中学生・保護者を中心に広く伝え、本校理解に
つながる戦略的な広報活動を展開する。

ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」を実践し、「鍛えて、ほめて、伸ばす」指導をとおして、「知識・技能」の習得を図る
とともに、未知の課題に対応できる「思考力、判断力、表現力」を育成し、「学びに向かう力・人間性等」を涵養する。

Ａ

福岡県立

校訓「自主積極」の精神に則り、学習、学校行事、部活動などあらゆる場面において「生徒を主語にする」教育活動を推進し、
糸高生としての自信と誇り、思いやりの心、豊かな人間性を育む。

○自発的学習習慣の定着及び習熟度別授業による学力向上の充実
○生徒の主体性を重視した学校行事の充実による自尊感情の醸成
○部活動やボランティア活動をとおした豊かな人間関係の構築と人間性の向上
○学校のさらなる魅力化と戦略的広報活動の展開

「地域Itoshima」から学び、国際的な視野をもつ「グローカルリーダー」として、持続可能な社会づくりの担い手を育む。
○「糸高志学」の更なる発展と課題発見力・問題解決力等の育成
○研究指定事業の成果を活用した外部人材等との連携の充実
○特別支援教育の視点に基づく生徒支援の充実及び人権感覚の醸成

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題

糸島

○ICTを活用した「鍛える授業」の構築と「主体的・対話的で深い学び」の実現
○「個別最適な学び」の実現とデジタル社会への適応能力の育成
○生徒の自律を促すキャリア・カウンセリングの取組の推進

高等学校
59
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項目ごと
の評価

A

B

A

A

A

A

・学習の個別最適化は大変
難しいと思いますが、アプリ
等の利用でかなりやりやすく
なってきているのではない
か。一斉授業は務破綻してい
るのではないでしょうか。

Ａ教務

教員、生徒ともに、連絡ツー
ルや学習コンテンツの確認手
段としてGoogleクラスルーム
を積極的に活用できた。

生徒が定期考査を受験する
際、大きな混乱はなかった。
また、成績処理も適正に行わ
れた。

看護実習の事後アンケートで
は、多くの生徒が、プログラ
ムの構成が「適切である」と
回答し、そこで説明された内
容も「参考になった」と回答し
た。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

○校務支援システムを活用し始めて、４年目となる。初期設定ができる人を
増やし、多くの先生方が戸惑いなく使用できる環境を目指す。

３　新教育課程

(1)　「看護・医療クラス」の教
育課程

(2)　学校設定科目「情報活
用」

A

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

○Chromebookの活用など、生徒の学習形態が変化しつつある現状を踏ま
え、授業規律を日頃から意識させることにより、学びに向かう生徒の育成を目
指す。

１　学習活動

(1)　授業規律の確立
　
(2)　生徒の力を伸ばすため
の施策

A

２　教育活動の円滑な運営
 
(1)　授業と定期考査の円滑
な運営

(2)　校務支援システムの円
滑な運用

A

教育活動のあらゆる場面(連絡、授業、リアテンダント、スタディサプリなどの
学習コンテンツ)で活用の場面が見られた。一方でclassroomに配信したから
と言って生徒が必ずしもそれを理解できるとは限らないなので、対面での連
絡、授業での説明も大切にする必要がある。学習コンテンツについては、選
択肢が広がる一方で、生徒が何をすればよいのかが分からない現状もあ
る。教材等はより精選すべきである。

各先生方が日々の時間割変更を極力各自で確認
して頂いたおかげで時間割変更のエラーはほとん
どなかった。教務ハンドブックの内容を随時見直し
て、その年度にあったものを作成する必要があ
る。支援システムについては、先生方がお互いに
質問し合いながら作業してくださったおかげで、お
おむね円滑に成績処理が行われた。

○Googleクラスルームを通じて授業コンテンツを配信したり、スタディサプリを
利用して学習補充を行ったりすることにより、学習の個別最適化を目指す。

○日々の時間割変更を円滑に行い、エラー０を目指す。
また、教務ハンドブックや定期考査実施要項に対する全職員の共通理解を高
める。

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

２年次の実習、３年次の「人間健康」の授業はとも
に円滑に実施された。２年次の実習で学んだこと
を３年での授業内容に繋げる仕組みの構築が必
要である。「情報活用」は、週１単位の授業ではあ
るが、情報で高得点をとる生徒もおり、生徒の今
後の進路選択の幅を広げるものとなった。

○科目「健康」の円滑な実施のため、２年次の病院実習先の日程調整、時間
割変更など、多岐にわたって調整を行う。また、３年次の授業内容を引き続き
精査していき、次年度へ繋げていく。

○昨年度から３年次に学校設定科目「情報活用」の授業が開始されている。
共通テスト対策と実習を踏まえた授業を展開したが、そこから見えてきた改善
点を踏まえて、本年度の授業に繋げる。

A

自己評価

結果の考察と次年度の課題
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

B

B

B

B

A

A

A

A

A

・総務企画委員長との連絡を密に行い、懇談会の
内容検討から事前準備、当日の運営に至るまで
円滑に行うことができた。
・各担当者とともに余裕をもったスケジュールで作
成を行うことができた。

○余裕を持って、各担当者へ記載事項の確認を行う。内容を精査し、業者と
の連携を密に行い計画的に作成する。

Ⅴ　学校要覧、入学の手引の
円滑な作成

Ⅳ　PTA活動の充実を図る
（１）全職員と保護者との連携
を深める。

庶務

PTAや生徒会、担当教員との
事前打ち合わせを十分に行
い、実施する。

原稿依頼を各担当者に早め
に依頼し、納品まで余裕を
持ったスケジュールを組むこ
とで円滑に作成する。

Ⅱ　学校用家具の管理の徹
底
（１） 各教室の椅子・机、体育
館の椅子等を適切に管理し、
校内の学習環境の向上に努
める。
（２） 行事用テントを適切に管
理し、学校行事が円滑に実施
できるように努める。
（３） 改修工事に伴う学校用
家具を適切に管理し、移動が
スムーズに行えるようにす
る。

B

Ⅰ　式典、学校行事の円滑な
実施
（１）入学式、卒業式、始業
式、終業式、創立記念式

A

A

・改修工事中にもかかわら
ず、校舎内が整備されており
好感が持てました。

・保護者、地域とも連携して学
校の良さをアピールしている
と感じ。

Ａ

複数の担当者で業務を進め
ることで組織的に運営できる
ように努める。

学校内の家具については、教
員を対象にアンケートを実施
し、必要なものが適切に管理
されているように努める。ま
た、事務室との情報共有や連
絡を密に行う。

Google Classroomを効果的に
活用することで情報提供を行
う。

A

(1)椅子・机の管理の手順を標準化および情報化し、利用や補充を効率よく行
えるようにする。（机、椅子等の補充）

(２)行事用テントの規格を統一、補充を効率よく行う。

○改修工事に伴い学校用家具の確認や廃棄を各部署の担当者や事務室と
相談しながら適切に行う。

○各学年に奨学金担当者を置き、奨学金に関する情報の提供と該当する生
徒情報の把握を行う。

○業務の標準化及び情報化を行い、必要な情報が適切な機会に得られる仕
組みをつくる。

Ⅲ　民間奨学金の情報提供
（１）給付・貸与に関わる情報
の提供を適切に行う。

・年間通して各式典については円滑に実施できたが、余
裕のある関係分掌との事前調整が必要である。
・組織的運営については、各分掌との打ち合わせが十分
ではなかった場面もあり、一定の課題がある。

・改修工事に伴い、新しくなった講義室や実験室
などに対して計画的に机や椅子を十分に補充す
ることができなかった。
・行事用テントの管理は適切に行うことがでたが、
補充については十分に行うことができなかった。
・事務室とは確認や相談を行いながらできたが、
各部署との相談や確認は十分に行うことができな
かった。

・年間を通して奨学金の案内を各学年ごとに担当
者から連絡することができた。該当生徒の把握は
課題である。
・Google Classroomの活用により、情報提供の情
報化は図ることができ、必要な生徒が適切に機会
を得られるような仕組みができた。

○各式典、学校行事の総務及び関係分掌との連絡調整を十分に行う。

○業務の標準化・情報化を行い、全職員が関わる組織的運営を行う。

○PTA総務企画委員会と連携し、学校への保護者の関心を高め、学校行事
や保護者懇談会への参加を促す。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

B

B

A

B

B

A

A

A

B

B

A

Ａ

・「自主積極」生徒が動き出す
のを辛抱強く「待つ」姿勢が大
切だと思います。
・公立高校でありながら生徒
支援の面も非常に手厚いと
感じました。
・ヘルメット着用に関しては命
に関わることなので、早急に
取りかかる必要がある。

生徒支援

Ⅰ　生徒育成
　（１）学校行事の円滑な運営

　（２）部活動の活性化

　（３）生徒の規範意識醸成

○学校行事や学習活動で、生徒が自主的に行動できる場面（自立心）をつく
り、反省から課題や改善策に対する学習機会を増やし「思考力・判断力・表現
力」を育成し、教員の見守り観察を通して適宜助言を与え、生徒の経験値を
上げていく。

○学校行事を計画段階から生徒と意見交換し、生徒が主体的に関われる学
校行事を実践する。

○ 効果的な規範意識育成学習を通して、規範意識の醸成高めるとともに日
常生活における実践意識の高揚を図る。

Ⅱ　生徒支援
　（１）いじめの未然防止及び
見逃しゼロ

　（２）関係機関との密接な連
携

A

Ⅲ　生徒環境整備
　（１）教育活動の安全・安心
の環境づくり

　（２）自己指導能力の育成

A

生徒が自ら行動しようとする
場面は、見受けられていた
が、経験値をさらに引き延ば
すためには、教員の観察・助
言を増やす必要がある。

直前になっての打ち合せが
多かったため、綿密な計画が
必要である。

部活動に対する取組が部活
動間で差が出てきており、学
校としての部活動の位置づけ
を明確にする。

学習は実施できたが、リモー
トでの実施が多く、生徒間で
意識の差が出ている可能性
がある。

担任や部活動顧問との連携
からトラブルを把握し、未然
防止はできた。

特に保護者アンケートの情報
から学年や生徒支援課が連
携を図り、いじめ見逃しゼロ
に繋げることができた。

SCの受診状況を把握しなが
ら、個別の生徒対応を迅速に
行うことができた。

活動中の大きな事故やけが
はなかったが、日常的な環境
整備が不十分なところがあっ
た。

ヘルメット着用の徹底が学校
としてまったく徹底できなかっ
た。ルールを定める必要があ
る。

貴重品の紛失や盗難が数件
起きた。安全・安心の環境づ
くりを学校全体で構築する必
要がある。

概ね改善することができた。

○年間いじめ見逃しゼロに向け、いじめアンケート及び家庭用アンケートを活
用した面談を行う。「学校いじめ防止基本方針」に基づき、保護者と連携を強
化し、未然防止、早期解決に努める。

○個別の生徒対応のためにSC、糸島署SS、特別支援CO、SSWと連携し、関
係機関につなげ、問題改善を図る。

○部活動、学校行事を工夫し安全に活動するために、教員及び部活動支援
員の指導の下で活動場所や道具の管理を生徒間でも安全対策の徹底を講じ
る環境をつくる。

〇「自主積極」の校訓をもとに、生徒が主体的に
行動できるよう、教員の見守り・観察を強化し、適
切な支援を行う。

〇規範意識育成学習のみならず、学校生活全体
で規範意識の醸成と実践意識の高揚を図る。

〇教育活動の部活動の位置づけを明確にし、さら
に学校の活性に繋げる。

〇教員間の連携強化を図るとともに、生徒との信
頼関係を築き、トラブルの早期発見・早期対応に
繋げる。

〇アンケートの迅速な回収と回答への対応を行
い、より効果的な支援を行う。

○ＳＣや特別支援Ｃｏとさらに密な連携を図り、生
徒一人ひとりにあった支援を行う。

〇学校が安全・安心の場であるために学校全体
の環境整備に目を向ける。

〇教員と共に生徒が日常の環境整備が習慣化さ
れるように指導する。

〇ヘルメット着用の根本的な意味と目的を伝える
とともに学校としての明確なルール作りを行ってい
く。

B

○ 高い目標や夢に向かう生徒を育成するため、文武両道の実現を図り、放
課後や休日の部活動時間を確保し、活動内容の工夫を行い、学校活性化を
図る。

○貴重品の管理を徹底させ、自己指導能力を育む。

○ 年度始めに交通安全教室を実施し、交通安全意識を高め、交通事故防止
に繋げる。特に自転車利用時のヘルメット着用を徹底させ、安全配慮を行う。

○校則（生徒心得）の適宜見直し、改善する。

A

○ 学級経営、部活動と生徒観察の強化を図る。生徒理解との信頼関係を構
築し、生徒観察から職員間での情報共有、いじめやトラブルの未然防止に繋
げる。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

A A

A

A

B B

A Ａ

・心身のあんぜんをに関する
知識を高めておくことは重要
であり、それに向けた取組が
なされていると感じます。
・性に関する学習は助産師さ
んも良いと思います、赤ちゃ
んとの交流もできると思いま
す。

保健安全

･　校舎建て替えに伴う通行
止め等による進行状況への
影響はあったが、全ての検
診・検査を行うことができた。
２日に分けた身体測定・新体
力テストは効率的でないた
め、改善を必要とする。SCや
精神科医による相談事業を
十分に活用できた。

・　学校保健計画に基づき、
生活習慣の重要性について、
月ごとに必要な情報を盛り込
んだ「ほけんだより」を保健委
員を通じて作成・周知啓発す
ることができた。保健委員の
施設見学についても盛り込む
ことで生徒全体の学びとし
た。

検診結果や保健室来室状況
等から生徒の様子について
学級担任等と連絡を密に行
い、早期に心身の課題を把握
することができた。SCやSSW
等専門職とのコンサルテー
ションから、具体的な支援に
繋げることができた。

・　12月に学校協力医（産婦
人科医）による講演会を全学
年対象に実施し、正しい知識
と権利について考える機会と
した。

・　校舎建て替えの状況に応
じ、避難経路を変更・周知し、
災害への備えとした。防災意
識向上のため、防災避難訓
練と講演を行うことができた。

トイレ清掃の手順書作成やレ
クチャーを行い、確認した。各
行事や考査時の教室点検を
行ったが、ゴミの分別を含
め、日頃の清掃については未
だ行き届いていないところが
ある。

○性に関する講演会を実施する。
・ 産婦人科医による講演会を実施し、性について考える契機とする。

○安全点検や避難訓練を実施し、学校の防災・減災に繋げる。
・ 防災に関する講演会を実施し、生徒の防災意識の向上に繋げる。
・ 災害発生時に教職員の役割を明確にし、安全な生徒の誘導体制を整える。

○清掃が行き届いた状態について、職員・生徒の共通理解を図る。
・ 清掃区域割の作成を行う。
・ 各行事前後の清掃の強化や定期考査前の教室点検を実施する。

A

１　健康診断・健康相談・教育
相談・身体測定
(1) 新体力テスト・各種相談の
実施
・ 自己の心身の健康状態を
生徒自身に把握させる。
・ 個人情報の取り扱いに留
意し、効率的な集計を行う。
・ 健康増進・体力向上のた
め、健全な生活習慣を身につ
けさせる。
・ 精神科の校医による心の
悩みの相談を実施する。
・ 校内外の援助資源と連携し
教育相談と包括的な支援を
行う。

A

２　保健室経営・統計
(1) 生徒の疾病や心の問題を
把握し、全職員が共通認識を
もって、生徒の支援にあたれ
るよう、情報を共有する。
(2) アレルギー調査や健康診
断の結果を、適切に利用でき
るよう管理する。

 ４　清掃の徹底
・ 安心・安全な学校生活環境
としての、「きれいな糸高」を
全職員・生徒で実現する。

３　各種講演会・避難訓練実
施、危険箇所の点検・改善
・ 性に関する講演会を実施す
る
・ 生徒に災害時に身を守る行
動を身につけさせ、職員の動
きを確認する。

○保健だよりを通じた情報発信
・ 生活習慣の重要性について、保健委員を通じて啓発する。

○適切で迅速な情報共有を行う。
・ 担任や関係職員、学年会との連携・情報交換を密にする。
・ 生徒の疾病や心の問題等を早期に把握し、保護者との連携をとる。
・ 状況に応じて生徒支援、教務、SC、SSWとも連携を図り、対応する。

○全職員の協力のもと、各種検診を実施する。
・ 各検診及び各検査を実施し、安全な学校行事の実施のために、生徒の健
康に関する情報を、活用しやすいように管理する。
・ 効率的かつ確実にデータを収集・活用できる、身体測定・新体力テストを行
えるよう、Formsの形式を工夫する。
・ 相談内容を適切に共有し、効果的な生徒支援に繋げる。

・　性に関する正しい知識を学習し、自身の生活に
生かすために、産婦人科医による講演を実施す
る。

・　防災・減災の知識と意識の向上のため、専門
家によ講演を実施するとともに、日常の防災意識
を醸成する。

・　清掃やゴミの分別等の手順を確認するととも
に、点検を実施するなど、実施状況を見える化で
きるようにする。

・　校内の安全のため、安全点検を徹底する。

・　よりスムーズに各検診を行うため、学校医・協
力医との連携・相談を早期に確実に行う。

・　新体力テスト・身体測定については、日を分け
ずに１日で実施し、効率的に時間を活用できるよ
うにする。

・　個の教育的ニーズに応じた教育相談・健康相
談等を受けやすくするために、活動について生
徒・保護者・教員への周知を徹底する。

・　ほけんだより等を通じた健康・学校安全に関す
る情報発信を行い、自他の心身の安全への意識
を高めるようにする。

・　生徒の心身の健康状態や日頃の生活習慣等
について、学級担任や関係職員等との連携・情報
交換を行い、課題の早期発見と対応につとめる。

・　各種調査票や検診結果等を適切に利用し、生
徒の健康増進に向け、保護者・教職員・学校医等
と協力して支援を行う。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

B

A

A

B

A

A

A Ａ

・大学入試も多様化する中、
生徒が主体的に進路につい
て情報を得られる環境作りを
されていると感じました。
・今後デジタル教材は必要不
可欠であるので存分に活用し
て欲しい。
・グロースナビの他校に先ん
じた導入により、多くの生徒
が進路実現できることを期待
します。

キャリアサポート

・３年生では１年次に取り組
んだ「論理コミュニケーション」
を基に小論文指導の充実を
図った。１・２年生も小論文指
導の時間を前年度よりも時間
数を増やすことができた。糸
高志学で取り組んだ内容を入
試に活用できるレベルまで自
身で言語化する支援を教員
全体でしていく必要がある。

・６月に行われた１・２年合同
進路説明会では、生徒たちが
幅広い進路選択を考える一
助となった。ただし実施日の
再検討の余地がある。
・生徒との面談や進路通信等
を通して情報の提供はできて
いるが、デジタルサイネージ
の移設に時間がかかりうまく
活用できていない。

本年度、長期休業中の夏期・
冬期講座として、３年生は大
学入試対策講座と連動した
講座の設定、１・２年生は数・
英において基本・応用レベル
の選択講座を開講した。クラ
スにこだわらない講座選択制
は学習意欲向上につながり
生徒には好評だった。３年生
個別指導も学校全体で取り
組めたが教科によってばらつ
きがある。
・次年度も就職率１００％を目
指す。

・１・２年生夏期講座、冬期講座においては基礎・
応用レベルを設定し生徒自身に選択させることで
自主性を育む。

・３年生向け大学入試対策講座は希望制とし、シ
ラバスを充実させ、学力に応じた講座とする。

・学校推薦型選抜や総合型選抜の個別指導・面
接対策のより充実を図る。

Ⅱ　（適切な環境の整備）
広い視野を持って、文理を超
えてものごとを多面的に見る
力を養う。的確な情報を提供
し、生徒自ら向上させようとす
る意識を持たせる。また、より
高い進路目標に向かってチャ
レンジし続けるための環境を
整える。

B

○３年間を通したキャリア教育の計画・実施を糸学課と連携して行う。糸学で
の学びを有効に活用し、生徒が何を考え、何ができるようになったか、将来ど
うしたいかを言語化することで、次の探究に繋げていく。３年間の探究活動学
習の振り返りの蓄積を自分の成長を発見する力の醸成とする

○教科学習や探究学習で学んだことを踏まえて、自分の興味・関心を社会へ
と広げ、深め、キャリアデザインを描けるように「考える力」「書く力」「伝える
力」をつけさせる。明確な志望理由や推薦入試、国公立二次対策を含めた大
学入試に対応できる力に発展させる。

○教員間の情報共有を図る。生徒に具体的なデータを示し、自らの可能性を
認識させ、より高い目標が持てるようにする。入試の多様化が進み、情報量
の増大に対応するために、デジタルサイネージを活用し、進路に関するさまざ
まな情報を生徒に提供する。

○進路実績などの情報掲示により生徒の意欲向上を図る。　大学説明会な
どの進路行事を通して、大学・学部・学科への理解を深め、専門内容に挑戦
させるなど経験を多く取り入れる。　幅広い進路実現に対応することができる
よう、各学年の進路行事を充実させる。

○ 長期休業中の講座を希望制にし、学力向上を図る重要な期間とする。３学
年対象の大学入試対策講座は希望制で実施し、生徒一人一人が主体的に
自らの学習方法について考え、積極的な受講を努める。
・個別指導を学校全体の取り組みとして推進するために、形態や内容を検討
する。
・国公立大学４０名、西南学院大学７０名、福岡大学１５０名を目指す。

○就職・公務員志望者に対し早期から説明会を実施して意識づくりを行い、
就職率１００％を目指す。

A

Ⅲ （主体的な進路実現）
「変化の時代」を生き抜くため
に、入試改革や社会の変化
を乗り越える力、能動的に自
分の道を選択し行動する力を
養い、将来への見通しを持た
せることで、進路実現へ向
け、主体的に学ぶ力を育て
る。

A

Ⅰ　（糸学課との連携）
生徒一人ひとりが自身のキャ
リアを深く考え、進路選択に
繋がる充実した３年間を送れ
るようにサポートしていく。
キャリア教育の観点から、社
会に必要な能力である「人間
力」を身につけ、他者のため
に行動でき、社会に貢献でき
る人材を育てる。また、自ら
の人生を切り拓いていけるよ
うな資質、能力の育成に努め
る。

・e-learning(グロースナビ)の有効的活用を研究す
る。他分掌と協力しながら、生徒の充実した進路
選択につながる活用を構築していく。

・糸島高校としての「糸高志学」を作り上げ、３年間
の探究活動と通して様々な視点から物事を考えさ
せる力を身につけさせる。

・低学年からの小論文対策を系統立てて実施す
る。

・進路先検討会議を教員間の情報共有の場と捉
え、より充実させていく。

・デジタルサイネージの活用の機会を増やす。

・英語科と協力し英検受検を促進させる。

・各学年の進路行事を充実させていく。
［１年次〕進路説明会・学問系統別ガイダンス
［２年次〕進路説明会・オープンキャンパス
［３年次〕小論文講演会・面接対策講座

6 / 15 ページ



項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

B

B

A

B

A A

B B

ＡA
・自身では得がたい芸術鑑賞
の機会を設けられている点は
良いことである。

図書

新規図書の購入のリクエスト
を行い、積極的に本の購入が
できた。

図書館オリエンテーション、委
員会活動、図書委員によるオ
ススメ本紹介等、図書利用者
を増やすための取り組みを行
えた。

原稿のとりまとめに時間を要
し、さらに校正に時間がかか
るので、早めの取りかかりが
必要である。

ICT情報課とICT支援員と連
携をとってデータベース化を
していく必要がある。時間を
要するので、担当を決める必
要がある。

Ⅲ（人権教育・特別支援教
育）
人権教育ならびに特別支援
教育の充実を図る。

Ⅱ（糸高文林）
糸島高校の取り組みを紹介
する「糸高文林」のさらなる充
実・発展をめざす。

○糸島高校の文化を創造・表現する機能、年間の活動を記録する機能をそ
れぞれ継承･発展させ第７４号を作成する。

力をお願いする。

○所蔵の古いものからデータベース化していく。

○人権教育特設授業を計画し、人権尊重の精神を育む。

○特別支援コーディネーターとの連携を図る。

Ⅳ（芸術鑑賞）
生徒により質の高い芸術作
品に触れる機会を設ける。

生徒の興味・関心を高める芸術を精選する。

本年度は「演劇」で、劇団四季の「オペラ座の怪人」を鑑賞する計画段階であ
る。
収容人数等の関係により10月29日（水）30日（木）31日（金）と1～3学年分け
実施する。

劇団四季の「オペラ座の怪
人」を鑑賞した。実際の舞台
を含め、生徒に本物の劇に触
れる貴重な体験をさせること
ができた。

〇生徒の興味・関心を高める芸術を精選する。

る。本年度は黒人シンガーによる「ゴスペル」を実施する
計画段階である。生徒に本物のゴスペルに触れる貴重
な体験をさせていきたい。

B

○郷土博物館の再登録申請を行う
○荒牟田１号墳象嵌鍔に関連する諸事業（クリーニング、レプリカ作成など）
の推進
○博物館キャプションなどの整理

○図書館利用活性化に繋がる図書の選書に教
員、生徒が今年度以上に関わる。
〇新着図書案内、図書便りを生徒が編集等できる
よう指導していく。
○図書館オリエンテーションの内容・時期・時間を
早い段階で計画を立てていく。

○昨年同様、糸高文林の原稿提出をGoogleクラス
ルームを活用することで回収時間を短縮すること
ができた。校正がスムーズにできるように、先生方
に早めに原稿を修正していただくようお願いをして
おく。図書課での構成の打合せを細かく行う必要
がある。
○添付写真等、年度当初にレイアウトを含め方向
性を決めておく必要がある。

○人権教育・特別支援教育に関しては、常日頃か
らの教員の心がけ、授業の中での働きかけが必
要となってくる。「自らSOSを発信する」「自ら支援
の必要性を申し出てくる」生徒はごく一部なので、
「困り感」を持った生徒がいないかという日々の観
察やいつでも相談を受け付けるオープンマインド
が必要となってくる。

〇書類・作業量が多く終わらなかった。
次年度に継続して行っていきたい。

A

申請及び博物館諸事業は
中途。

年3回の人権特設授業を実
施。

特別支援コーディネーターを
中心にSC、ＳＳＷと連携を取
り生徒を支援した。

Ⅴ（郷土博物館）
博物館法改正にともなう再申
請を行い、展示の充実を図
る。

Ⅰ（図書）
図書館が生徒・教職員にとっ
て親しみやすく、快適に利用
できるように努める。

A

○図書館新規購入図書の選書に関わる。

○生徒図書委員会の活性化と図書館利用者の拡大を図る。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

A

B

A

A

A

B

A

B

A

A Ａ

・糸島高校ならではの強み
（糸高志学）等も今後より発信
されると良いと感じます。（在
校生との話しの中で強く感じ
ました）
・学校紹介（ＨＰ含む）で糸島
高校駅前からのアクセス、利
便性の良さを更にアピールし
ていただけたら、生徒募集に
より役立つと思います。

広報戦略

Ⅲ　戦略的広報活動

○ オープンキャンパス等の申し込みを、QRコードで実施する。
○QRコードで実施。事前に参加
人数を把握しやすいが、集約の
仕方を改善する必要がある。また
当日参加を許可するか検討する
必要がある。
○今年度は協議の末学習塾説明
会を実施せず、訪問機会を充実
させた。しかし説明会の実施を希
望する声も多く検討が必要であ
る。
○糸島新聞社と連携して、校内
活動等を掲載していただいた。学
年行事は一面に載り、広報活動
につなげることができた。

Ⅰ　広報活動の充実を図る

○ 新入生アンケートを実施。
(特色化選抜入試内定者向けアンケート、4月新入生へのアンケート実施)

○本校入学動機の把握、分析

○中学校・学習塾訪問の実施。(6・10月予定)

○新制服のアピール（学校案内掲載、中学校・学習塾訪問、相談事業等でア
ピール。）

○第６学区公立高校説明会（教務課と連携、８月予定）への参加。

○中学生体験入学（９月、１０月予定）の実施。

A

○QRコードの使用
　体験入学の参加者集約の際にQRコードを積極
的に使用し、参加者の集約を確実に行い、必要な
準備を行う。
○学習塾説明会の実施
　説明会を１０月に実施し、入試の情報を正確に
伝達していく。
○プレスリリースの活用
　学校行事のPRを行い、地域と学校の連携を強
めていく。

○Instagramの活用
　Instagramで学校行事や部活動の様子等を引き
続き継続して実施する。各部活動のInstagramアカ
ウントもあるため、そちらの運用も学校全体で行っ
ていく。
○学校案内の積極的活用
　学校案内・チラシの内容を精査していくことで、
学校の魅力が伝わるように検討していく。
○学校生活のPR
　学校生活の活動を積極的にPRしていくことで「生
の糸島高校」を知ってもらう。

○本校の特色、魅力を発信する内容を検討する。
(ホームステイ・各種国際交流事業・看護・医療系クラス、学校行事・部活動
等)

○各分掌、部活動(Instagram)随時発信、HPを随時更新する。

○効果的な時期を検討し、保護者・学習塾説明会を実施する。

○学校行事等、プレスリリースを活用し、地域への情報発信を行う。

○新入生アンケートを実施し、広
報活動の充実につなげることが
できた。
○6月に新年度の挨拶及び、学
校行事の案内のため訪問。１１月
には入試説明のため訪問。訪問
に関わる人員について検討する
必要がある。
○城南高校が当番校として実
施。生徒が学校説明を担当し、受
験生保護者ともコミュニケーショ
ンが取れていた。昨年より個別相
談が増加した。
○文化祭と同日、また10月末に
実施。在校生とのふれあいの機
会や説明会の充実を図った。参
加者は昨年度よりも増加。例年よ
り保護者の参加が目立った。

○SNS、HPを利用してホームステ
イの情報や看護・医療クラスの情
報発信ができた。
○学校案内を６月に完成。中学
校、塾訪問で配付した。学校の魅
力がより伝わるように内容を検
討、更新していく。
○Instagram公式アカウントを活
用して、各部活動の活動を顧問、
生徒と連携を図り、随時配信して
いく。
○PTA役員と連携し、体育祭や
文化祭の行事の様子を撮影し
た。その写真を用いてPTA新聞を
作成した。

A

A

○アンケートの実施
　特色化選抜合格者については、第１回糸高ブ
リッジゼミナール時に新入生アンケート調査を実
施して分析調査を行う。
○学校案内の充実
　学校案内の内容をより充実させ、生徒の声や、
部活動の様子など、より生徒の活動が見える学校
案内を作成していく。

Ⅱ　広報媒体の充実を図る

成 B

○ＰＴＡ役員との連携を図り完成させる。（82・83号)

○学校案内・ポスター・チラシ、5月作成、配布。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

B

B

B

A

A

A

A Ａ

・生徒からのアンケートを取っ
ている点は、質の向上という
面でもいい取り組みである。
・生徒の主体性が育つ良い活
動である。
・糸高志学は入試で強みを発
揮すると在校生も話しており、
非常に有用であると感じまし
た。

糸高志学

１　生徒と教師が共に学ぶこ
とで、糸学を「活きた学び」と
する

○生徒の学びの深化
・教科横断的な学習体制の構築
・探究の技法（ICT、Googleサイト、伝え方等）の充実
・糸島市役所・外部サポート団体・大学生等との連携

〇糸学を通して、生徒は貴重
な体験をすることができた。
〇糸島市役所や外部人材・
九州大学の学生との連携を
継続することができた。

〇教員が糸学に対して積極
的に取り組む姿勢が見られ
た。

A

○２年生「深める」・・・協働して課題の解決方法を模索する
・学外の人材との連携（市役所、関連団体、専門家、大学生等）
・図書館の活用（各種資料の充実）と関連する教科・科目との連携による学び
の深化
・校外コンクールへの応募

○３年生「語る」・・・地域への還元を目指す
・内外への情報発信（発表会、「糸学のみのり」、HP等）

〇糸学課会議を時間割の中に設定することで確
実に情報共有を図りたい。

〇研修開発課との連携を図り、教員が主体的に
糸学について考える機会を増やしたい。

〇これまでの糸学のあゆみを振り返り、今後の糸
学の在り方を協議する機会を設定したい。

○職員間での情報共有（趣旨の共有、進捗状況確認、活動内容・成果報告
等）

○アンケート（生徒・教師）等によるフィードバック

３　各学年の目標

２　糸学の円滑な運営を実現
する

○各学年の担当者による主体的な運営
・学年責任者の設置
・学年主導での実務の分担（渉外、機材準備、記録等）

〇糸学課会議の時間を設定
することが難しく、学年との情
報共有がうまくいかないこと
があった。

〇職員研修のタイミングや内
容については事前のすり合
わせが必要であった。

〇若い先生たちが他校の視
察や研修に参加したことは大
変意義があった。

B

○１年生「知る」・・・様々な分野に対して問題意識を持つ
・「探究ノート」を活用した探究の技法の基礎力の定着
・大学教授・学生による講演、糸島市役所の出前講座等 〇1年生の出前授業や講演

会については、内容について
事前の打ち合わせを綿密に
行う必要があった。

〇２年生は外部人材との連
携や教員の専門性を活かし
た糸学が展開されている。

〇３年生の発表会および「糸
学のみのり」の発行はスムー
ズに進行できた。

A

〇１年生は、基調講演の時期を早めることとグ
ロースナビの有効活用によって、探究の技法の基
礎力を定着させたい。

〇２年生は、今年度までの実績を踏まえながら本
校生徒にとって適切な分野を設定するとともに、外
部人材と連携して視野を広めさせたい。

〇３年生の発表会や「糸学のみのり」の作成をス
ムーズに実施するために、生徒・教員ともに著作
権について留意する必要がある。

〇グロースナビを有効活用して探究の技法を身に
付けさせたい。

〇次年度も糸島市役所や外部サポーター、九州
大学の学生とのよりよい連携の在り方を継続して
いきたい。

〇他校の視察や研修等を通して教員の意識の向
上を図りたい。

○教師の指導力の充実
・探究の技法、授業毎の指導案の充実
・情報収集の充実（新聞、広報誌等）
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

A

A

A

B

B B

A Ａ
・
・中学校と高等学校の交流が
できると良い活動になる。

研修開発

１　校内研修の充実
教員一人ひとりの資質向上
及び学校改善につながる研
修機会を充実させる。

２　創造的教育方法実践プロ
グラム事業の活用
糸高プラットフォームの利活
用とeラーニングの活用

３　外部への発信活動の充実
糸島高校での研修活動を外
部へ発信し、研修機会の拡
充と地域社会へ開かれた学
校づくりの一助とする。

〇本校に必要な研修を先生方の
意見を反映させて実施しできた。
より充実した研修にするために研
修の実施方法を検討していきた
い。
〇研究授業については、若年者
研修等を中心に各教科実施する
ことができた。相互授業参観は期
間を設けて行ったが、参観はして
いるが振り返りシートの回収が徹
底できず、授業改善まで繋げるこ
とができなかった。
〇授業アンケートをGoogleフォー
ムを活用して実施することができ
た。しかし、授業改善にまで繋げ
ることができるようにアンケート項
目等再検討していきたい。

A

〇研究授業の際、遠隔同時
双方向型の提案は行い、１名
実践した。
〇「スタディサプリ」の活用に
ついては研修を行い、教務と
１学年を中心に活用した。今
後、個に合わせた学習ツール
としてもeラーニングは必要で
あるので、よりよい活用に向
けて検討を重ねていく。
〇外部の人的資源を活用で
きるように準備はできたが、
先生方に周知、さらに運用ま
でには至らなかった。

A

〇本校の研修活動をホーム
ページやインスタグラムっを
通して外部へ発信することは
できなかった。しかし、糸高文
林や学校視察に来られた学
校に対して発信した。

○ 授業アンケートをオンライン化して実施する。
・ 全担当クラスについてGoogleフォームを活用したアンケートを作成し実施・
集計する。

○遠隔同時双方向型の研究授業の実践を企画・運営する。

○eラーニング「スタディサプリ」を活用する。
・ 基礎学力定着のために１学年全員に導入する。

○本校の課題認識及び解決のための校内研修会を実施する。
・ 年５回以上計画・実施をする。

○ 研修活動をホームページや「Instagram」に投稿する。

校内研修については、内容を精選して実施するこ
とができた。しかし先生方の困り感、パソコンなど
技術の格差など研修に求められるものが多様化
してきているので、希望制を導入するなど柔軟な
研修スタイルを模索すると同時にアンケートを事
前に取りテーマを決定することで充実した研修に
していきたい。
　研究授業については、これまで通り若年者研修
を中心に各教科で１名は実施するように年度当初
に研究授業実施者を決めておく。
　また授業アンケートについては、授業改善の一
助となるようにアンケートの質問項目などを作り変
えたい。

研究授業を行う際、遠隔同時双方向型や教科横
断型の授業へのチャレンジを提案する。
また、様々なICT機器の授業への活用の仕方など
とをICT・情報課と協力しながら技術力向上の場を
設定する。
　eラーニングの活用については、学習の個別化
に対応していくためにも教員向けの研修を充実さ
せていく。
　総探や研修、講演などに活用できるように人材
バンクの運用について周知する。

地域社会へ開かれた学校づくりに繋がるように、
研修活動内容を取捨選択して計画的に発信して
いきたい。

○糸高プラットフォームの利活用を支援する。
・ 外部の人的資源をまとめた人材バンクを運用する。

○研究授業・相互授業参観を計画的に実施する。
・ 年間を通じて実施し、実施強化期間を設ける。
・ 教務と連携し、各教科１名以上選出し、「ICEモデル」を活用した研究授業を
実施する。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

B

B

A

B

Ａ

・生徒会生徒との交流の中
で、Ｗｉｆｉ環境の整備、オンラ
イン授業等、生徒への手厚い
フォローがあると知り、素晴ら
しい取り組みであると感じた。

○ アナログデータのデジタル化

情報発信力の拡充
（１） 学内に向けた情報発信
（２） 学外に向けた情報発信

○ 学内に向けた情報発信

B

ICT・情報

○ 学外に向けた情報発信

次年度からは、全学年のChromebookを保管庫に
よる管理体制とする。全体の３分の１の
Chromebookは導入後６年を経過しており、経年劣
化による修理件数の増加が見込まれるため、修
理に関わる手続きや対応のペース・頻度を見直
し、現場に影響が出ないようにしたい。DXハイス
クール事業は次年度も継続の見込みであるため、
趣旨に沿って限られた予算を無駄なく活用してい
きたい。AIの活用については、定期的に職員への
アンケートを実施するとともに、校内研修の充実や
生徒への利用解禁についても積極的に検討して
いきたい。

○ デジタルデータの管理・運用

○ Chromebookの管理及び運用

A

○ DXハイスクール事業の活用

○ 新たなICT機器や外部リソースの配備

学校現場における校務DXの強化に向け、これま
で情報収集や検討を行ってきた。次年度はグロー
スナビや各種外部サービスの活用が予定されて
いるため、部課の垣根を越えて専門的な技術や
知識の支援が行えるよう、協力体制を整えたい。
また、校内に散在するデータについても有効に活
用できるよう、引き続き収集・整理を進めていきた
い。

A

DXの実現のためのICT環境
の整備
（１） １人１台端末の管理・運
用の強化
（２） ICT機器及び環境の整
備と拡充

１・２年生は保管庫による一
括管理、３年生は個人管理と
するハイブリッド形式で体制
を整えた。保管庫管理とした
ことで画面破損による修理は
減少した一方、バッテリー異
常やボタン破損など、経年劣
化に起因する修理件数は増
加した。

昨年度に引き続きICT機器の
整備を進めた。授業はもちろ
ん、糸高志学や課外活動を
通したSTEAM教育支援のさら
なる充実を、次年度に向けて
図っていきたい。また、下半
期には生成AIの教員利用を
解禁した。

日常やインフルエンザ流行時
に欠席連絡システムや一斉
メッセージが正常に運用でき
ている。LINEアカウントの運
用については見直す必要が
ある。

ホームページの安定運用が
できるようになった。SNSを含
めた情報発信は広報と協力
し改善したい。

重大なセキュリティ事案もな
く、１年間運用することができ
た。データ管理については校
内に散在しているため、次年
度も引き続き、適切な管理が
できるよう努めていきたい。

非デジタル媒体（紙資料やア
ナログテープなど）のデジタ
ル化を、継続して進めていき
たい。

情報発信は、在校生・保護者・中学生・卒業生な
ど、対象が多岐にわたる。ホームページやSNSの
運用においては、それぞれの特性を的確に捉え、
適切な情報発信を行うことが求められる。「見たい
人が、見たいものを、見たいときに、簡潔に見られ
る」ことを心掛けるとともに、他分掌と協力し、より
多くの教職員が情報発信に携われる環境づくり
を、次年度も進めていきたい。

デジタルデータの管理および
運用 A
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

B

A

B

B

A

B

A

１学年

生徒支援
生徒・保護者と教師・学校の
信頼関係を構築し、生徒の基
本的な生活習慣を確立させる
とともに、校訓の精神を常に
自覚させ、何事にも失敗を恐
れず粘り強く取り組むチャレ
ンジ精神とレジリエンスを育
成する。
１　出席率目標　９９％
２　出席皆勤　１２０人
３　部活動加入率　８５％

○ 糸高生としての帰属意識を高めるため、校訓「自主積極」の精神のもと、
出席皆勤、部活動加入率を奨励する。教育活動を通して生徒が主体的に活
動できる環境づくりを行う。

　出席率、１学期98.61%、２学期
97.29％、３学期（１２月時点）
97.78％。皆勤生徒142名（.4/8～
1/20現在）。部活動加入率前期４
月86.4％、後期10月80.6％であっ
た。

　概ね成果は表れているが、時
間管理（特に提出物に関する点）
や自己管理能力のさらなる育成
が必要であると感じられる。

　概ね学校生活における様相とし
ては成果が見られるが、一部に
問題行動や人権教育の観点から
配慮に欠ける言動・行動が見受
けられた。

A

　基本的・健康的な生活習慣や社会人基礎力（挨
拶・礼儀）の定着を、教育活動全体を通して引き続
き図る。さらに、５分前行動や計画性、情報収集力
などの自己管理能力を育成し、提出物を含めた時
間管理能力の向上を目指す。あわせて、紙媒体
や掲示に加えClassroomを積極的に活用し、情報
を主体的に収集する力について、年度当初から指
導し習慣化させる。

　年間５回ある人権教育特別授業の内容を精査
し、教育活動全体を通して、言葉遣いや思いやり
のある行動、一人ひとりの人権に気づき、尊重す
る力を養い、安心・安全のもとで、学べる学校環
境・学習環境の確立を目指す。

○ 基本的生活習慣を確立させるため、時間の管理、挨拶、傾聴の姿勢など、
礼節を重んじ、自己管理能力、社会人としての素質・能力を育成する。

○ 個性を認め合い、自他ともに大切にでき、思いやりの精神を育成するた
め、言語教育、人権教育、道徳教育を重んじ、多様性に配慮した人権教育的
視点に立った教育活動、支援の徹底を図る。

２　学習支援
授業の充実と学力の向上を
目指し、志をもって意欲的に
学ぶ意欲を喚起させ、基礎・
基本の定着を図り、確かな学
力を身につけさせる。
１　家庭学習　１日６０分

○ 学習活動全般において、家庭学習の習慣を身につけさせるため、
Chromebook、Classroomを効果的に活用し、学習意欲、学習効率を高める。

　Classroomは日々の連絡手段と
して効果的に活用できた。一方、
家庭学習時間（考査期間１２日間
の調査）は１学期末平均２時間３
０分、２学期中間平均２時間、２
学期末平均２時間５０分で推移。
生徒間の学習への取り組みには
ばらつきが見られる。

年間２回実施したスタディサプリ
「到達度テスト」において成績の
大幅な向上が見られた。一方で、
依然として自学自習の習慣が十
分に身に付いているとは言い難
い状況である。

　課題探究型学習や基礎学力、
主体的な学習態度には個人差が
見られる。

B

　Classroomを活用し、教科の課題配信や日々の
連絡を引き続き行うとともに、生徒が自ら情報を収
集する習慣を身に付けられるよう、年度当初に手
法を明確にし、支援・指導を行うことで習慣化を図
る。

　新たにオンライン教材として「グロースナビ」を採
用し、生徒の自学自習の習慣の育成を目指す。２
年次での具体的な活用方法について業者と綿密
に打ち合わせを行い、年度当初に学年教員およ
び生徒へ活用方法を明確に示す。

　 課題探究型学習である「糸高志学」の充実を図
る。年間計画を精査し、学びの目的・目標を生徒
に明確に伝えることで、主体的に学習に取り組む
姿勢を育成する。

○ スタディサプリ、Chromebookを活用し、予習、復習の習慣を身に付けさ
せ、自学自習の習慣を確立する。

○ 問題解決型学習と課題探求型学習を併用し、基礎・基本の定着と学ぶ意
欲、主体的に学習に臨む姿勢を身につけさせるための授業を実施する。

３　進路支援
進路意識を育成し、希望進路
の早期明確化を図り、高い目
標を達成できる「思考力・判
断力・表現力」を育成する。
１　校外模試偏差値平均
　　５０（特進クラス）
　　４２（一般クラス）
２　英検準２級以上合格者
　　４０名
　　英検３級合格者
　　１５０名

A Ａ
・入試の変化に合わせて早期
より情報共有されている事は
重要だと感じました。

○ キャリア教育・キャリアガイダンスを充実させ、生徒・保護者へ適宜、進路
情報の提供を行う。自身の進路を主体的に模索させ、希望進路の早期明確
化を図る。

　「進路説明会」および「糸高志
学」において、大学教授による講
義を実施した。進路情報を含めた
キャリア教育の内容について、今
後の改善が必要であると感じた。

年間３回の校外模試を実施した
が、目標点数の設定や進路希望
（大学調べ等）に関する支援・指
導が必要である。

　特に実用英語技能検定取得を
推奨した。１・２回受験者数３級５
０名（合格３２名）、準２級４５名
（合格１７名）、準２級プラス２名
（合格０名）、２級２名（合格１名）
第３回は結果待ちである。

A

　職種や進学先、必要となる学問を逆算して考え
る力を育成し、生徒の進路意識を高めるため、
キャリア教育・進路ガイダンスを充実させる。生徒
の進路知識や意識の実態を把握した上で年間計
画を精査し、外部専門講師の招聘等を通して、体
系的なキャリア教育を推進する。

　外部模試の重要性を理解させるとともに、模試
対策に向けた学習時間の確保を図る。

　引き続き各種資格取得を奨励し、特に実用英語
技能検定２級の取得を推奨することで、生徒の強
みを育成し、入試に生かせる力を養う。

○ 校内外模試を活用して目標設定を行い、希望進路の早期明確化を図る。
地元校に拘らず、関東、関西圏も視野に入れ、特に特進クラス、成績上位層
は国公立大学等の上位校を推奨する。

○ 各種資格取得を勧め、特に英語力の向上を図り、実用英語技能検定取得
を推奨する。強みを持ち、高い志を持った進路意識を喚起させる。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

B

A

A

A

A

B

B

B

B

２学年

１　生徒支援
生徒、保護者、教師の三位一
体の信頼関係を築く。基本的
生活習慣を確立し、自律心と
思いやりの心を持った社会性
豊かな人材を育成する。
〇出席率目標９９％
〇出席皆勤１５０人

○ 社会人としての資質・能力を高めるため、学校行事や校外教育活動に積
極的に参加させ、ミドルリーダーとしての自覚を持たせる。学年行事等で生徒
主体の場面を設けることで、学校や学年への帰属意識を涵養する。

学校行事の様子やその後の感想
文やレポートを見る限り、学校行
事に主体的かつ前向きに参加す
る生徒が多かった。校外教育活
動に参加する生徒も増えた。

問題行動や、人間関係によるトラ
ブルはあったが、それぞれの部
署と連携して対応をしていくこと
ができた。

A

〇出席率は１２月終了時点で９８％であった。欠
席・遅刻の多い生徒は固定化されている傾向にあ
るので、声かけをより増やしていく。次年度は出席
率９９％を目指す。

〇学年全体、生徒支援課と連携しながら、早めの
対応を次年度も継続していく。

〇諸行事において、最上級生（リーダー）としての
資質・能力を育成し、自覚と責任を持たせる。個々
の役割を理解させることで、主体的に取り組む姿
勢を育てる。

○ 多様化する生徒（保護者）への事前対応・早期対応に努める。そのために
学校、学年、養護教諭、特別支援コーディネーター、SC、SSWとも定期的に情
報を共有することで事前対応・早期対応ができるようにする。

○ 昨年度に引き続き、eメッセージ等を活用し保護者との連絡を密にとる。生
徒支援を家庭と学校が一体となって取り組める環境をつくる。

２　学習支援
志を持って意欲的に学ぶ姿
勢を身につけさせ、「思考力・
判断力・表現力」を育てる。
〇自宅学習１日８０分

○ 学習活動全般において、更にchromebookを効果的に活用し、主体的かつ
意欲的に学習に臨む姿勢を身につけさせ、「個別最適な学び」を充実させ、学
習意欲を高める。特に、家庭学習の習慣を身につけさせ、大学入試を見据え
た仕掛けの工夫を行う。

Chromebook、Classroomの活用
により、生徒の家庭学習をサポー
トする環境を整えることができた。

「先を見て行動する力」や「目標
から逆算して計画を立てる力」が
まだまだ不十分である。目標から
逆算して計画を立てる能力を身
につけさせていきたい。

「糸学」の時間は十分に確保する
ことができた。次年度の全体発表
に向けて、それぞれのグループで
内容を深めていきたい。

A

〇進路実現に向けて、自学自習の定着を徹底す
る。日々の課題や課外・校外模試の意義をより理
解させる。

〇家庭学習時間平均（スタディサポートより）
1日平均約４５分（９月）。二極化の傾向。
個に応じた支援をより充実させていきたい。

〇次年度の放課後課外や長期休業の補習等を活
用し、学校として組織的に、個々の進路実現を支
援する。

３　進路支援
進路意識の早期確立に努
め、より高い目標を掲げて努
力する姿勢を育てる。
〇校外模試偏差値平均５０
（特進クラス）４３（一般クラス）
〇英検２級合格者１５名
準２級プラス合格者２５名
準２級合格者１００名

○ 適宜、進路情報を提供し、校内外模試の成績個人票を活用して具体的目
標の設定、振り返りを繰り返し、大学進学への進路意欲を高める。看護・医療
系クラスは事前事後指導、校外実習を充実させる。特進クラスにおいては国
公立大学への進路意識を特に高くもたせる。

校内外模試の成績個人を有
効に活用することができてい
た。各クラス成績上位者の掲
示はモチベーション向上に繋
がっている。
学年の後半の進路学習等を
とおして、生徒が自分の進路
を考えることができた。多くの
生徒が目標に向かって、最後
まで粘り強く挑戦できるように
組織的に次年度の指導にあ
たる。

B

〇多様化する入試に対応していくことができるよう
に、個別の働きかけや支援を行っていく。

〇進路情報を得る方法の支援、進路情報の活用
方法の更なる提供を行っていく。

〇卒業生講話や外部の方の話を聞いたり、志望
理由を書いたりすることを通して、３年次に何にど
のように取り組んでいくのかをイメージさせたい。

A Ａ

・先を見て行動する力、目標
から逆算して計画を立てる力
が付くことは、実社会へ出て
からも活躍できる人材にも繋
がる重要な視点と感じまし
た。

○ 「糸学」を通じて、社会的視野を広げ、地域の抱える課題をグローバルな
視点から協働で探究していく力、表現する力を養う。

○ 英検へ意欲的に挑戦する意識を学年全体で育て、英語力向上を図り、自
信を持って進路を切り開いていけるように支援する。

○ Chromebookを活用し、スケジュール管理の能力を養い、自学自習の習慣
を確立する。自習室を利用して、学習の振り返りの習慣を身につけさせる。

○ オープンスクールや進路学習を充実させ、生徒自身が本当に希望する進
路先を見つけ、目標実現に向けて切磋琢磨するように支援する。
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

B

A

A

A

B

A

Ａ

・全員が進学希望ではないの
で、進路支援と言うのなら、就
職したい支援も含んでいるの
か。
・在校生の話から、支援が手
厚く、様々な活動をを通じて
しょうらいのについて考える
機会が多くあった。

３　進路支援

個々の掲げた高い目標を達
成できるように最後まで粘り
強く取り組む姿勢を身に付け
させ、生徒に寄り添った充実
した支援を行う。
１　進研模試偏差値平均
　５０以上の生徒　８０名
２　国公立大学　４０名
　　福岡大学・西南学院大学
　　２２０名

進路実現に向けての充実し
た取組が実践できた。

多様な入試形態に対応すべ
く、学校全体で受験生への支
援を拡充させる必要がある。

多くの生徒が、自分の進路実
現に向けて最後まで一生懸
命に取り組むことができた。

A

○国公立大学・福岡大学・西南学院大学の進学
実績を伸ばすために、学校全体での支援体制を
模索したい。

○３年間を通した小論文指導や志望理由書の指
導を徹底し、早い段階で進路を考え、決める機会
を設けたい。

○１年次から検定試験や外部模試の重要性を説
き、外部模試に目を向けさせる指導を行っていき
たい。

○ 学校推薦入試や総合型選抜入試などの年度内入試に向けて、小論文・面
接・志望理由書対策を生徒とともに学年全体で早めの準備に取り掛かる。

３学年

○１年次からの継続的な支援（時間・あいさつ・ス
マホ・校則等々）時間をかけて取り組みたい。

○保護者との密な連携を構築し、学校と家庭で生
徒を支援できる支援体制をより構築させたい。

○部活動加入率の向上を目指すために、部活動
の良さをしっかりと説明する機会を設けたい。

○ 部活動や学校行事（体育祭・文化祭等）にリーダーとしての自覚をもって臨
ませることで、糸高生としての帰属意識を高めるとともに、自分で考えて自分
で動ける人物や集団へと成長させる。

○ 多様化する生徒への個に応じた支援のため、担任・学年はもちろんのこ
と、SSW、SC、特別支援COといった外部の専門家とも連携を取りながら、組
織的に対応していく。

A

○ 国公立大学４０名、西南学院大学７０名、福岡大学１５０名を目指す。その
ため、個のレベルに応じた支援を適宜行っていく。

○ 粘り強い姿勢で進路実現に向けて取り組まし、「行ける進路先」ではなく、
「行きたい進路先」に向かって挑戦させる。放課後の大学入試対策講座土曜
セミナー等を充実させ、生徒の力になるように組織的に支援する。

○入学する生徒の学力層の変化に伴い、授業規
律の統一や生徒の授業満足度や授業理解度を向
上させる取組に、学校全体でもう一度向き合いた
い。

○特進クラスの意義や良さを、学年だけでなく分
掌や教科で共有し、学校全体で３学年の特進クラ
スに対しての支援を拡充させたい。

○自習環境の充実に取り組みたい。

２　学習支援
主体的に学習に取り組み、生
徒一人一人が自分の学習目
標を達成することができるよ
うに、授業や家庭学習を工夫
し、確かな学力を身に付けさ
せる。
１　　家庭学習時間
　１日1２０分～１８０分

○ 授業を通して、学習内容の十分な理解と定着を目指し、生徒の授業満足
度や授業理解度を向上させる。個に応じた適切な量と質の課題等を活用し
て、家庭学習時間の増加を目指し、進路実現の礎にする。

　生徒の授業満足度は概ね
良好であると考える。
　
　学力差のある生徒一人一
人に、学力を付けさせる授業
を目指す必要があると考え
る。

A

○ 自習室の活用を充実させ、熱心に勉学に励むことができる環境づくりに努
める。学年でも工夫や仕掛けを施しながら自習室の利用状況の向上を目指
す。

１　生徒支援

生徒の基本的な生活習慣を
確立させるとともに、社会性
豊かな人材を育成するため
に、学校と生徒・保護者との
信頼関係を充実させる。

１　　出席率　９９％
　　　　　　　　（９７．４３％）
２　 出席皆勤　２００人
３　　部活動加入率　９０％

○ eメッセージ等を活用し保護者との連絡を密にとる。また、生徒自身に守る
べきルールやマナーの大切さとその意味を理解させ、最上級生として模範と
なる姿を示すことができる人物へと成長させる。

　３年間を通して、保護者と密
に連携をとりながら、支援に
あたることができた。

　問題行動や生徒間トラブル
等については、迅速に対応に
あたることができた。

　学校行事では、自分たちの
学校行事であるということを
自覚させ、取り組まさせること
ができた。

　欠席が多い生徒への対応
は、担任や学年だけでなく外
部を含めた支援体制をより充
実させる必要があると考え
る。

A
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項目ごと
の評価

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

特記事項なし

学校関係者評価

・地域の行事やボランティア等への参加や様々な企業との交流を図り、生徒が地域社会の一員として、共生社会の実現に向けて、自ら考え行動できるよう支援する。

・生徒が課題を発見し、それらを解決するために必要な知識、技能を身につけ、それらを活用した探究の過程を繰り返すことで、実践的な思考力、判断力、表現力を育成する。

・「グロースナビ」を導入することで、各学年、部課がその情報を共有し、生徒自らが最適な進路選択ができるよう支援する。

・「糸高志学」地域連携型のさらなる充実や本校でしか体験することができない活動等、本校の特色、魅力を構築していくと共に、Instagramで学校行事や部活動の様子等を引き続き発信する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

15 / 15 ページ


